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「
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
」
第
十
号
掲
載 

（
日
本
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
） 

「
大
阪
万
博
と
野
外
彫
刻
―
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
に
」 

柴
田
葵

 
 

一
．
は
じ
め
に 

も
し
も
、
日
本
の
現
代
芸
術
史
を
め
ぐ
っ
て
「
野
外
彫
刻
の
時
代
」

と
呼
び
う
る
時
期
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
野
外
彫
刻
が
市
民
権
を

獲
得
し
始
め
た
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
や
が
て
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー

ト
」
と
い
う
言
葉
が
「
野
外
彫
刻
」
に
取
っ
て
代
わ
る
一
九
八
〇
年
代

末
ま
で
の
、
約
三
十
年
間
を
指
し
示
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

我
が
国
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
頃
か
ら
、
宇
部
市
・
神
戸
市
な
ど
の

自
治
体
を
中
心
に
、
都
市
の
公
共
空
間
に
野
外
彫
刻
を
も
た
ら
す
試
み

が
様
々
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
具
体
的
な
手
段
と
し
て
し
ば
し
ば

主
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
は
、
野
外
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
や
展
覧
会
、
彫

刻
の
道
や
彫
刻
公
園
な
ど
の
整
備
、
公
共
建
築
の
新
設
に
伴
う
美
術
品

の
委
嘱
制
作
な
ど
の
手
法
で
あ
っ
た
。 

そ
の
中
で
も
、
「
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」(

１)

と
呼
ば
れ
る
手
法
は
、

複
数
の
彫
刻
家
た
ち
が
一
定
期
間
あ
る
場
所
に
集
ま
っ
て
、
野
外
彫
刻

の
制
作
を
公
開
し
な
が
ら
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
に
も
通
じ
る
こ
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
作
家
た
ち
の
現
地
滞
在
や
協
働
作
業
と
い
う
点
で
、
他
の
野
外
彫

刻
設
置
事
業
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
独
自
の
意
義
と
問
題
点
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 

本
稿
で
今
回
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
大
阪
万
博
の
プ
ロ
ロ

ー
グ
と
し
て
一
九
六
九
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
万
博
の
前
年
に
、

世
界
各
国
か
ら
招
待
さ
れ
た
彫
刻
家
た
ち
が
大
阪
に
滞
在
し
、
府
内
の

鉄
鋼
工
場
を
共
同
の
制
作
場
所
と
し
て
鉄
鋼
彫
刻
を
手
が
け
、
完
成
作

品
を
万
博
会
場
に
設
置
し
た
事
業
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
大
規
模
で

先
鋭
的
な
野
外
彫
刻
の
祭
典
で
あ
っ
た
。
万
博
と
野
外
彫
刻
が
具
体
的

に
結
び
付
け
ら
れ
た
こ
の
事
例
に
お
い
て
、
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意

義
と
限
界
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。 

 

二
．
背
景
的
要
因 

 

は
じ
め
に
、
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
立
に
関
わ
る
背 

景

に
つ
い
て
、
異
な
る
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
。 

二
‐
一
．
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
運
動 

 

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
い
う
芸
術
運
動

の
黎
明
で
あ
る
。
こ
の
国
際
的
な
芸
術
運
動
が
最
初
に
芽
生
え
た
の
は
、

一
九
五
〇
年
代
末
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。 

カ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
ル
（Karl Prantl, 1923-

）、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

ド
イ
ッ
チ
（H

einrich D
eutsch, 1925-

）
ら
を
中
心
と
す
る
彫
刻
家

た
ち
の
集
団
は
、
一
九
五
九
年
、
石
灰
砂
岩
の
石
切
り
場
ザ
ン
ク
ト
・

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
ン
（St.M

argarethen

）
に
お
い
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

彫
刻
家
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
と
き
、「
閉
ざ
さ
れ
た

ア
ト
リ
エ
か
ら
野
外
の
自
由
な
空
間
へ
、
孤
独
な
制
作
か
ら
彫
刻
家
の
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共
同
体
へ
」
と
い
う
趣
旨
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト(

２)

に
基
づ
い
て
、
彫
刻
家

た
ち
が
石
切
り
場
で
作
品
を
共
に
作
る
機
会
が
実
現
し
た
。 

 
そ
の
後
、
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
運
動
は
、
世
界
各
地
に
波
及
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
先
行
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
大
阪
の
事
例

に
最
も
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
、

一
九
六
一
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
、
カ
プ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク

（Kapfenberg
）
の
鉄
鋼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
ろ
う
。
こ
の
工
業
都
市

で
は
毎
年
、”Kapfenberger Kulturtage”

と
呼
ば
れ
る
芸
術
祭
が
、

製
鉄
会
社
ベ
ー
ラ
ー
社
を
主
な
出
資
者
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、

彫
刻
家
た
ち
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
そ
の
枠
組
の
中
で
鉄
鋼
を
素
材
と

す
る
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
現
し
た(
３)

。
参
加
作
家
の
う
ち
の
一
人
、

飯
田
善
国
が
、
鉄
工
場
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
強
い
感
銘
を
受
け

た
こ
と
が
、
後
年
の
大
阪
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
な
が
っ
て

ゆ
く
。 

な
お
、
大
阪
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
行
し
て
、
日
本
国
内
で
も
既
に

い
く
つ
か
の
先
行
事
例
が
存
在
し
て
い
た
。
東
京
五
輪
の
プ
レ
・
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
一
九
六
三
年
）
、
東

京
造
形
大
学
の
学
生
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
霧
ケ
峰
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
（
一
九
六
六
〜
七
七
年
）(

４)

、
環
境
彫
刻
の
理
念
や
、
共
同
体

の
形
成
を
強
く
志
向
し
た
「
日
本
青
年
彫
刻
家
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
一
九

六
八
〜
一
九
六
九
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
い
う
国
家
的
な
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
行
わ
れ

た
「
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
大
阪
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

多
く
の
共
通
点
・
対
比
点
を
持
つ
、
重
要
な
先
例
と
な
っ
て
い
る
。 

 

二
‐
二
．
一
九
六
〇
年
代
の
野
外
彫
刻  

 

次
に
、
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
、「
野
外
彫
刻
」
の
急
速
な

発
展
と
社
会
へ
の
進
出
状
況
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。 

六
〇
年
代
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
美
術
館
か
ら
自
由
な
空
間
へ
と

進
出
し
、
環
境
と
の
調
和
を
め
ざ
す
「
野
外
彫
刻
」
の
理
念
と
実
践
が
、

急
速
な
発
展
を
見
せ
た
。
一
九
五
八
年
お
よ
び
六
〇
年
に
、
神
奈
川
県

立
近
代
美
術
館
で
「
集
団
五
八
／
六
〇
野
外
彫
刻
展
」
と
い
う
先
進
的

な
展
示
が
試
み
ら
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
一
九
六
一
年
に
は
山
口
県

宇
部
市
で
、「
宇
部
市
野
外
彫
刻
展
」
が
開
催
さ
れ
、
前
衛
的
な
抽
象
彫

刻
を
含
む
作
品
群
が
野
外
空
間
に
展
示
さ
れ
た
。
宇
部
市
で
は
、
都
市

の
美
化
を
目
指
し
た
野
外
彫
刻
運
動
が
発
展
し
て
ゆ
き
、
一
九
六
五
年

に
は
、「
現
代
日
本
彫
刻
展
」
と
呼
ば
れ
る
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
形
式
の
野

外
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
が
創
始
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
一
九
六
八
年
に
は
、
宇
部
市
の
影
響
を
受
け
た
神
戸
市
が
、

「
神
戸
・
須
磨
離
宮
公
園
現
代
彫
刻
展
」
を
開
始
し
、
こ
こ
に
、
宇
部
・

神
戸
で
毎
年
交
互
に
野
外
彫
刻
の
祭
典
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
野
外
彫

刻
の
生
産
と
受
容
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
。
ま
た
、
一
九
六
九
年
に

は
箱
根
に
彫
刻
の
森
美
術
館
が
誕
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

野
外
彫
刻
の
体
系
的
・
恒
久
的
な
展
示
・
保
存
の
場
が
生
ま
れ
、
野
外

彫
刻
の
位
置
づ
け
が
社
会
的
に
確
固
た
る
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
野
外
彫
刻
が
広
く
市
民
権
を
得
て
ゆ
く
盛
り
上
が
り
の

中
で
、
大
阪
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
意
識
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。 

 
二
‐
三
．
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
主
導
の
大
型
美
術
展  

 
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
主
導
の
大
型
美
術
展
の
流
れ
で
あ
る
。
読
売
新
聞
社
主
催
の
「
日
本

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」（
一
九
四
九
年
〜
）
に
始
ま
り
、
朝
日
新
聞
社
の

「
秀
作
美
術
展
」（
五
〇
年
〜
）、
毎
日
新
聞
社
の
「
日
本
国
際
美
術
展
」

（
五
二
年
〜
）
、
「
現
代
日
本
美
術
展
」
（
五
四
年
〜
）
と
い
う
具
合
に
、

我
が
国
の
大
手
新
聞
社
は
こ
ぞ
っ
て
、
現
代
芸
術
の
祭
典
と
し
て
の
性

格
を
持
つ
、
大
規
模
な
美
術
展
を
打
ち
出
し
て
き
た
。 

 

こ
の
流
れ
は
、
前
述
の
野
外
彫
刻
運
動
の
中
に
も
浸
透
し
て
き
て
お
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り
、
例
え
ば
宇
部
市
の
「
現
代
日
本
彫
刻
展
」
で
は
毎
日
新
聞
社
が
、「
神

戸
・
須
磨
離
宮
公
園
現
代
彫
刻
展
」
で
は
朝
日
新
聞
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ

主
催
者
の
中
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
ま
た
、
箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館
の

創
設
は
、
フ
ジ
・
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
の
出
資
に
よ
っ
て
お
り
、
同
グ

ル
ー
プ
の
ア
ー
ト
・
リ
ゾ
ー
ト
事
業
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
の
現
代
美
術
を
、
大
型
展
覧
会
と
い
う
形

で
牽
引
し
て
き
た
大
き
な
勢
力
の
一
つ
は
、
新
聞
社
を
中
心
と
す
る
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
体
制
は
野
外
彫
刻
と
い
う
分
野
に
お

い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
毎
日
新
聞
社
と

日
本
鉄
鋼
連
盟
を
主
催
者
と
す
る
、
大
阪
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
背

景
に
は
、「
新
聞
社
主
催
」
の
文
化
事
業
と
い
う
、
日
本
の
文
化
政
策
史

独
特
の
文
脈
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
国
際
美
術
展
」
の

文
脈
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
は
一
九
五

二
年
よ
り
、
毎
日
新
聞
社
の
主
催
に
よ
る
「
日
本
国
際
美
術
展
」（
通
称

「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」）
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
一
九
七
〇
年

の
第
十
回
展
（「
人
間
と
物
質
」
展
）
を
最
高
潮
と
す
る
高
ま
り
を
見
せ

て
い
た
。
ま
た
、
前
述
の
彫
刻
の
森
美
術
館
で
は
、
一
九
六
九
年
の
開

館
と
共
に
、
第
一
回
の
「
現
代
国
際
彫
刻
展
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

我
が
国
最
初
の
彫
刻
分
野
に
お
け
る
国
際
美
術
展
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

当
時
の
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
、
世
界
各
国
か
ら
作
家
が
集
う

彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
国
際
美
術
展
と
同
様
の
機
能
や
性
格
―
す

な
わ
ち
、
芸
術
を
通
じ
た
国
際
交
流
や
、
現
代
芸
術
の
最
先
鋭
の
場
と

し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
東
京
五
輪
の
前
年
に
行

わ
れ
た
「
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の

ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
「
国
際
的
な
彫
刻
の
祭
典
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

た
の
と
同
様
に
、
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
ま
た
、
万
国
博
覧

会
と
の
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
「
国
際
性
」
を
強
く
期
待
さ
れ
た
と
言

え
る
。 

 

こ
れ
ら
の
、
互
い
に
重
な
り
合
う
三
つ
の
文
脈
に
加
え
て
、
こ
の
彫

刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
背
景
要
因
と
し
て
は
も
う
一
つ
、
大
阪
万
博
と
い

う
重
要
な
文
脈
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
す
る

分
析
は
第
四
章
に
譲
り
た
い
。 

 

三
．
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要 

三
‐
一
．
推
進
体
制 

 

国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
毎
日
新
聞
社
お
よ
び
日
本
鉄
鋼

彫
刻
連
盟
の
主
催
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

最
初
に
構
想
し
た
の
は
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
彫
刻
家
の
側
で
あ
っ

た
。
前
述
の
通
り
、
カ
プ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
鉄
鋼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一

九
六
一
）
に
参
加
し
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
彫
刻
家
の
飯
田
善
国
は
、

鉄
鋼
工
場
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
日
本
で
も
開
催
す
る
こ
と
を

企
図
し
た
。 

 

開
催
構
想
を
一
九
六
五
年
に
固
め
た
飯
田
は
、
日
本
興
行
銀
行
の
中

山
素
平
に
よ
る
協
力
な
ど
を
得
て
、
国
内
の
鉄
鋼
業
界
な
ど
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
。「
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
会
」
が
組
織
化

さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
行
体
制
が
本
格
的
に
整
っ
た
の
が
、
一
九

六
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
の
結
果
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
鉄
鋼
と
の
関
連
性
か
ら
、
大
阪

万
博
の
関
連
事
業
（
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
）
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
お
よ
び
毎
日
新
聞
社
が
主
催
者
と
な
っ
た
。
日
本

鉄
鋼
連
盟
は
、
国
内
の
鉄
鋼
業
界
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
全
国
的
組
織

の
業
界
団
体
で
あ
り
、
一
九
六
九
年
の
大
阪
万
博
に
は
、
最
先
端
の
舞

台
機
構
を
備
え
た
「
鉄
鋼
館
」
パ
ビ
リ
オ
ン
を
出
展
し
て
い
る
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
会
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
・
実
行
委
員
・
諮

問
委
員
・
運
営
委
員
の
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
鉄
鋼
業
・
財

界
関
係
者
（
十
名
）、
彫
刻
家
（
一
名
）
、
建
築
家
（
二
名
）
、
美
術
評
論

家
（
三
名
）、
毎
日
新
聞
関
係
者
（
四
名
）
ら
が
担
当
し
た
。 
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こ
の
う
ち
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
は
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
各
鉄
鋼
会

社
、
お
よ
び
毎
日
新
聞
社
の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
名
誉
職

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
の
運
営
に
当
た
っ

た
の
が
実
行
委
員
（
飯
田
善
国
の
み
）、
お
よ
び
六
名
の
運
営
委
員
で
あ

る
。 

 

ま
た
、
作
家
の
選
定
を
行
っ
た
の
は
七
名
の
諮
問
委
員
で
、
丹
下
健

三
・
前
川
國
男
ら
、
万
博
会
場
の
設
計
に
関
わ
っ
た
二
名
の
建
築
家
、

土
方
定
一
・
中
原
佑
介
・
丸
山
尚
一
ら
、
現
代
彫
刻
の
分
野
に
造
詣
の

深
い
美
術
評
論
家
、
そ
し
て
毎
日
新
聞
の
二
名
の
幹
部
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
組
織
は
、
国
内
の

鉄
鋼
業
界
・
彫
刻
関
係
者
お
よ
び
建
築
関
係
者
・
お
よ
び
毎
日
新
聞
社

と
い
う
、
主
に
四
者
の
立
場
か
ら
の
集
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、 

・
素
材
と
な
る
鉄
を
生
産
し
提
供
す
る
立
場
（
鉄
鋼
業
界
） 

・
鉄
か
ら
芸
術
作
品
を
創
作
す
る
立
場
（
彫
刻
家
） 

・
環
境
（
建
築
）
と
彫
刻
と
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
立
場
（
建
築
家
） 

・
こ
の
事
業
を
提
供
し
、
世
に
広
め
る
立
場
（
新
聞
社
） 

と
い
う
四
者
の
協
働
が
、
少
な
く
と
も
理
念
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は

企
図
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。 

 

三
‐
二
．
参
加
作
家 

 

彫
刻
家
た
ち
が
集
い
、
共
同
生
活
と
交
流
を
営
む
場
で
あ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
ど
の
よ
う
な
作
家
を
招
聘
す
る
か
が
き
わ
め
て
重
要
な

事
項
と
な
る
。
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
作
家
の
選
定

に
あ
た
っ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
会
に
お
け
る

諮
問
委
員
で
あ
っ
た
。
諮
問
委
員
が
世
界
の
彫
刻
家
の
中
か
ら
、
招
聘

作
家
を
検
討
し
た
基
準
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。 

 

 
 

一
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
強
い
第
一
線
作
家
を
選
ぶ
。 

 
 

二
、
一
つ
の
流
派
に
か
た
よ
ら
な
い
こ
と
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、 

 
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
傾
向
の
異
な
る
作
家
を
網
ら
し
て
、
ア
ン
ソ
ロ 

 
 
 
 

ジ
ー
の
形
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 
 

三
、
鉄
鋼
彫
刻
を
作
れ
る
作
家
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
作
品 

 
 
 
 

は
、
戸
外
に
置
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。(

５) 
 

 
 

こ
の
よ
う
な
基
準
で
検
討
し
た
結
果
、
一
九
六
八
年
六
月
に
は
、
内

外
の
十
六
名
か
ら
な
る
招
待
作
家
の
リ
ス
ト
が
完
成
し
、
二
ケ
月
後
か

ら
作
家
と
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
そ
の
中
か
ら
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
カ
ロ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
カ
ル
ダ
ー
、
ニ
コ
ラ
・
シ
ェ
フ
ェ

ー
ル
、
レ
ン
・
ラ
イ
の
四
名
は
不
参
加
、
代
わ
り
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
キ

ン
グ
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
全
十
三
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
実
際
に

参
加
し
た
作
家
の
リ
ス
ト
は
、
図
１
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。 

 

三
‐
三
．
作
品
の
制
作
と
共
同
生
活 

 

作
家
た
ち
は
大
阪
へ
の
滞
在
中
に
、
各
自
の
テ
ー
マ
と
プ
ラ
ン
に
よ

っ
て
、
鉄
の
彫
刻
作
品
一
点
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
滞

在
・
制
作
の
期
間
は
、
一
九
六
九
年
の
九
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
〇
日

ま
で
の
三
ケ
月
間
で
あ
る
。
そ
の
期
間
中
、
作
家
た
ち
は
後
藤
鍛
工
ア

ト
リ
エ
と
い
う
、
共
同
の
制
作
場
所
で
作
品
に
取
り
組
み
、
原
則
と
し

て
同
じ
宿
泊
所
で
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

六
〇
〇
坪
の
後
藤
鍛
工
内
で
全
て
の
作
家
が
制
作
を
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
た
た
め
、
実
際
に
は
そ
れ
以
外
に
い
く
つ
か
の
工
場
（
安
治

川
鉄
工
・
栄
興
電
気
設
備
工
業
・
川
崎
製
鉄
三
ノ
宮
工
場
・
石
倉
金
属

工
業
本
田
製
作
所
・
田
嶋
順
三
制
作
所
）
が
確
保
さ
れ
、
作
家
た
ち
は

そ
れ
ら
を
利
用
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
、
作
家
た
ち
は
必
ず
し
も
一
律
に
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三

ケ
月
間
集
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
十
三
名
の
作
家
た
ち
の
滞
在
期
間
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に
は
少
な
か
ら
ぬ
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
テ
ィ
ン
ゲ
リ
ー
は
十

日
間
の
短
期
で
集
中
的
に
作
品
を
仕
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
庭
園

の
鑑
賞
と
探
求
の
た
め
京
都
に
生
活
の
拠
点
を
移
し
た
、
キ
ン
グ
の
よ

う
な
作
家
も
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て

は
、
制
作
／
生
活
の
時
間
と
場
を
完
全
に
共
有
し
た
、
密
度
の
濃
い
共

同
体
が
形
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
い
、
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。 

 

三
‐
四
．
万
博
会
場
へ
の
作
品
設
置 

 

三
ケ
月
の
制
作
期
間
を
経
て
完
成
し
た
鉄
鋼
彫
刻
作
品
は
、
翌
一
九

七
〇
年
、
大
阪
万
博
会
場
に
設
置
さ
れ
た
。
作
品
配
置
を
行
っ
た
の
は
、

建
築
家
の
丹
下
健
三
・
前
川
國
男
で
あ
る
。
万
博
会
場
の
中
心
に
は
、

丹
下
設
計
の
「
お
祭
り
広
場
」
な
ど
を
配
し
た
シ
ン
ボ
ル
・
ゾ
ー
ン
が

あ
り
、
そ
れ
に
直
交
し
て
巨
大
な
人
口
湖
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
全
十

三
点
の
彫
刻
作
品
は
、
主
に
こ
の
人
口
湖
の
周
囲
に
配
置
さ
れ
た
。 

 

千
里
丘
陵
の
大
阪
万
博
会
場
の
造
成
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六

七
年
三
月
の
こ
と
で
あ
り
、
一
九
六
八
年
三
月
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
・
ゾ

ー
ン
の
最
終
プ
ラ
ン
も
完
成
し
て
い
た
。
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
の
は
、
万
博
会
場
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

全
て
完
成
し
た
後
だ
っ
た
た
め
、
会
場
は
元
来
彫
刻
を
設
置
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
建

築
と
彫
刻
と
の
相
互
協
働
と
い
う
よ
り
は
、
既
存
の
建
築
空
間
へ
の
彫

刻
配
置
の
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

な
お
こ
れ
ら
の
彫
刻
作
品
は
、
万
博
終
了
後
、
基
本
的
に
は
万
博
会

場
以
外
の
様
々
な
場
所
に
移
設
さ
れ
た
が
、
移
設
に
困
難
を
き
た
し
た

も
の
は
撤
去
さ
れ
た
。
ま
と
ま
っ
た
場
所
に
保
管
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
現
在
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
作
品
の
所
在
は
各
地
に
点
在
し
て
い
る

(

６) 
 

四
．
考
察
：
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
万
博
と
の
関
係 

 

こ
の
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
大
阪
万
博
と
の
密
接
な
関
連
の
下
に
開
催
さ
れ
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
そ
の
た
め
第
一
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
万
博
に
対
し
て

い
か
な
る
関
係
性
を
持
ち
え
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、「
万
博
の
た
め
の
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
万
博
に
付
随
し
た
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
の
か
、
あ
る
い
は
、
万
博
に
対
し
て
あ
る
種
の
問
題
や
意
義
申
し
立

て
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の
捉
え
方
は
立
場
や
見
解
に

よ
っ
て
大
き
く
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
当
事
者
た
ち
の
考
え
は
お
お
よ
そ
こ
の
三
つ
に
分
か
れ
て
お

り
、
彫
刻
家
た
ち
の
間
で
さ
え
、
最
後
ま
で
共
通
の
合
意
は
全
く
形
成

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
。 

 

四
‐
一
．
万
博
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

主
催
者
側
の
公
式
見
解
に
お
い
て
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
現
代

美
術
の
祭
典
で
あ
る
と
同
時
に
、
万
博
の
た
め
の
／
万
博
の
一
環
と
し

て
の
文
化
事
業
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
謳
わ
れ
て
い
た
。 

 

今
回
の
国
際
鉄
鋼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
芸
術
を
通
し
て
国
際
間
の
交

流
、
親
善
を
促
進
し
、
万
国
博
覧
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
類
の

進
歩
と
調
和
」
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ
ば
、
主
催
者

と
し
て
誠
に
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す(

７) 
 

制
作
さ
れ
た
鉄
の
彫
刻
作
品
は
、
四
十
五
年
の
大
阪
万
博
会
場
内

に
展
示
さ
れ
て
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
の
万
国
博
テ
ー
マ
に
ふ

さ
わ
し
い
メ
ー
ン
・
エ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す(

８) 
 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
扱
わ
れ
て
い
る
マ
テ
リ
ア
ル
が
、
彫
刻
の
伝
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統
的
な
素
材
で
あ
る
石
や
木
で
は
な
く
、
鉄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、

き
わ
め
て
重
要
な
象
徴
的
意
味
が
あ
る
。
鉄
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
近

現
代
の
文
明
社
会
そ
の
も
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
技
術
と
産
業
を
称
揚

す
る
こ
の
大
阪
万
博
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
う
る
。
産
業
製
品
や
物
産
品

そ
の
も
の
を
展
示
す
る
旧
弊
な
万
国
博
と
は
異
な
り
、
高
度
な
技
術
・

産
業
の
成
果
を
最
先
端
の
ア
ー
ト
―
造
形
、
音
楽
、
映
像
な
ど
の
前
衛

的
な
現
代
芸
術
―
を
総
動
員
し
て
表
象
し
、
パ
ビ
リ
オ
ン
を
演
出
す
る

(

９)

と
い
う
大
阪
万
博
の
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
、
鉄
鋼
彫
刻
も
ま
た
、
芸

術
に
よ
る
技
術
・
産
業
の
表
象
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

そ
こ
で
は
、
鉄
鋼
彫
刻
は
「
産
業
と
芸
術
の
融
合
」
の
賜
物
で
あ
り
、

現
代
の
文
明
社
会
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

鉄
の
彫
刻
に
限
ら
ず
、
大
阪
万
博
は
あ
ま
た
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
必

要
と
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
十
三
点
の
彫
刻
に
加
え
て
、

さ
ら
に
「
オ
ブ
ジ
ェ
競
作
」
と
い
う
別
の
枠
組
を
設
け
て
、
万
博
会
場

に
野
外
彫
刻
を
制
作
委
嘱
・
設
置
し
た
の
で
あ
る(10)
。
万
博
協
会
に

よ
っ
て
二
十
名
の
作
家
が
選
出
さ
れ
、
七
つ
の
サ
ブ
会
場
や
人
口
池
な

ど
万
博
会
場
内
に
、
彫
刻
作
品
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
二
十
人
の
中
に

は
、
伊
原
通
夫
・
湯
原
和
夫
の
よ
う
に
、
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
招
待

作
家
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
抽
象
彫
刻

を
手
が
け
る
、
若
手
新
進
作
家(11)

で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
時
系
列
的
な
順
序
は
前
後
す
る
が
、
万
博
開
催
三
年
前
の
一

九
六
七
年
に
は
、
大
阪
万
博
を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
、「
千
里
野
外
彫
刻
展
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
一
年
以
来
日
比
谷
公
園
で
伝

統
的
に
行
わ
れ
て
い
た
、
東
京
都
主
催
の
野
外
彫
刻
展
の
移
動
開
催
と

い
う
形
を
取
っ
て
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
万
博
で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
彫
刻
が
求
め

ら
れ
た
の
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
、
野
外
彫
刻
に

対
す
る
社
会
的
な
注
目
と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

野
外
彫
刻
は
、
美
術
館
か
ら
街
頭
へ
と
進
出
し
て
き
た
、
環
境
と
都
市

の
た
め
の
芸
術
で
あ
り
、
人
々
の
生
き
る
都
市
空
間
を
美
化
し
、
新
た

な
魅
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。 

 

四
‐
二
．
万
博
へ
の
問
題
提
起
と
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

そ
れ
で
は
一
方
で
、
作
家
た
ち
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
彼
ら
の
意
識
の
中
に

は
、
万
博
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
つ
ま
り
万
博
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
の
彫
刻
や
、
会
場
の
美
観
に
資
す
る
た
め
の
作
品
を
つ
く
る
と
い
う

よ
う
な
考
え
は
、
全
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。 

ス
ネ
ル
ソ
ン
「
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
い
ま
大
阪
に
来
て
作
品
を
つ

く
っ
て
い
る
の
は
、
何
も
万
国
博
会
場
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
古
い

意
味
で
の
）
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
考
え
方
で
つ
く
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
今
日
、
彫
刻
は
長
い
期
間
保
存
し
て
お
く
と
い
う
考
え

か
ら
、
短
期
間
の
も
の
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
」(12) 

 

こ
の
よ
う
に
、「
半
永
久
的
に
万
博
の
記
憶
を
伝
え
る
よ
う
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
制
作
し
に
来
た
の
で
は
な
い
」
と
い
う
意
識
は
、
ス
ネ
ル
ソ

ン
に
限
ら
ず
、
い
ず
れ
の
作
家
に
も
共
通
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
れ
で
は
何
の
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
「
万
博
」

と
い
う
目
の
前
の
巨
大
な
出
来
事
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
作
家
た
ち
の
間
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ

れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
、
最
も
明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
創
始
者
カ
ー
ル
・
プ
ラ

ン
ト
ル
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
ル
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
式
の
ス
ピ
ー
チ

に
お
い
て
、 

 

「
現
代
の
世
界
に
は
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
悪
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。

で
も
、
人
び
と
は
い
ま
、
そ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
、
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新
し
い
共
同
社
会
へ
の
憧
憬
、
欲
求
を
強
め
て
い
る
。
そ
れ
が
彫

刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
純
粋
な
芸
術
運
動
で
は

な
く
、
わ
れ
わ
れ
人
間
と
芸
術
家
の
生
活
の
理
想
像
追
求
が
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
だ
と
思
う
」(13) 

 

と
発
言
し
、
他
の
作
家
を
は
じ
め
会
場
に
波
紋
を
呼
ん
だ
。
プ
ラ
ン
ト

ル
が
憂
慮
す
る
の
は
、
現
代
の
芸
術
の
世
界
に
跋
扈
す
る
エ
ゴ
イ
ズ

ム
・
権
威
主
義
・
商
業
主
義
、
そ
し
て
作
家
た
ち
の
独
善
性
と
閉
鎖
性

で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
ト
ル
が
一
九
五
九
年
に
世
界
で
最
初
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
現
し
た
時
、
彼
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
託
し
た
の
は
、
芸
術
家

た
ち
が
野
外
の
石
切
り
場
や
工
場
の
中
に
集
い
、
創
作
の
時
と
場
を
分

か
ち
合
う
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
人
の
力
で
は
な
し
え
な
い
、
共
同

体
と
し
て
の
芸
術
を
生
み
出
す
こ
と
と
い
う
理
想
だ
っ
た
。 

 

プ
ラ
ン
ト
ル
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
手
が
け
た
彫
刻
作
品
「
カ

ワ
サ
キ
へ
の
道
」
は
、
一
見
何
ら
変
哲
の
な
い
鉄
の
固
形
だ
が
、
そ
の

素
材
は
ソ
連
・
南
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か

ら
取
り
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
愚
直
な
ユ
ー
モ
ア
に
よ
っ
て
国
境
を
越
え

た
連
帯
と
協
力
を
暗
示
し
た
作
品
で
あ
る(14)

。
彼
に
と
っ
て
、
彫
刻

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
悪
し
き
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
克
服
す
る
た
め
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
で
あ
っ
た
。 

  

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ン
ト
ル
が
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
「
創
造
行
為
の
敵
」

と
す
ら
み
な
す
一
方
で
、
個
や
自
我
こ
そ
が
創
造
行
為
の
源
泉
で
あ
る

と
考
え
る
立
場
も
あ
り
、
彼
の
見
解
は
到
底
他
の
作
家
た
ち
全
て
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
考
え
に
対
し
て
、
真
っ
向

か
ら
対
立
し
た
の
が
、「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
代
弁
者
た
る
ブ
ル
マ
ッ
ク
と

キ
ン
グ
で
あ
り
、
パ
オ
ロ
ッ
ツ
ィ
と
ベ
ー
カ
ー
は
沈
黙
、
ス
ネ
ル
ソ
ン

は
中
立
的
立
場
、
ル
ジ
ン
ブ
ー
ル
は
そ
の
よ
う
な
対
立
か
ら
は
超
越
し

て
い
た
、
と
飯
田
善
国
は
指
摘
し
て
い
る
。 

  

リ
ッ
キ
ー
は
生
来
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
と
の
習
慣
か
ら
参
加
作

家
た
ち
の
「
物
質
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
代
弁
者
と
な
り
、
ブ
ル
マ

ッ
ク
と
キ
ン
グ
は
「
精
神
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
代
弁
者
と
な
っ
た
。 

 

ブ
ル
マ
ッ
ク
の
「
精
神
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
表
現
に
は
、
子
供

ら
し
い
天
衣
無
縫
さ
、
自
我
の
本
質
を
守
ろ
う
と
す
る
本
能
の
純

粋
性
と
ユ
ー
モ
ア
が
伴
っ
て
い
た
し
、
キ
ン
グ
の
「
精
神
的
エ
ゴ

イ
ズ
ム
」
に
は
西
洋
の
賢
者
の
風
格
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た(15) 

  

プ
ラ
ン
ト
ル
と
は
や
や
異
な
る
意
味
で
、
大
阪
万
博
そ
の
も
の
の
商

業
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
不
快
感
を
表
明
し
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
ン

チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
彫
刻
を
つ
く
る
と
宣
言
し
た
の
が
、
テ
ィ
ン
ゲ
リ

ー
で
あ
っ
た
。 

 

「
各
国
各
企
業
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
見
ろ
。
俺
が
俺
が
と
エ
ゴ
イ
ズ

ム
を
主
張
し
て
い
る
。
俺
は
こ
う
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
露
出
が
き

ら
い
だ
。
だ
か
ら
俺
は･･

･

パ
ビ
リ
オ
ン
と
正
反
対
の
作
品
を
創
る

よ
。
小
さ
く
て
、
は
い
つ
く
ば
っ
て
、
思
い
切
り
い
や
ら
し
い
動

き
方
を
す
る
作
品
を･･

･

」(16) 
  

そ
の
結
果
テ
ィ
ン
ゲ
リ
ー
が
完
成
さ
せ
た
の
は
、「
カ
ミ
カ
ゼ
・
記
念

碑
一
九
六
二-

一
九
六
九
」
と
題
す
る
、
壊
れ
た
巨
大
な
乗
り
物
の
よ
う

な
形
を
し
た
廃
品
の
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
で
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
満
ち

た
作
品
だ
っ
た
。
し
か
し
逆
説
的
な
こ
と
に
、
こ
の
彫
刻
は
「
パ
ビ
リ

オ
ン
と
正
反
対
」
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
自
ら
が
廃
品
で
あ
り
崩

壊
す
る
運
命
に
あ
る
こ
と
を
叫
ぶ
か
の
よ
う
に
、
強
烈
な
自
己
主
張
を

放
つ
作
品
で
あ
る
。
作
家
自
身
の
自
我
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
は
、

結
局
プ
ラ
ン
ト
ル
の
考
え
は
集
団
の
中
で
孤
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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テ
ィ
ン
ゲ
リ
ー
と
は
異
な
る
方
法
で
、
若
林
奮
は
大
阪
万
博
へ
の
批

判
精
神
を
表
現
し
た
。
若
林
の
作
品
「3.25

m

の
ク
ロ
バ
エ
の
羽
」
は
、

巨
大
な
鉄
板
を
地
中
に
埋
め
込
ん
だ
も
の
で
、
作
品
の
表
面
だ
け
が
地

面
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
露
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
競
っ
て
他
よ
り

目
立
と
う
と
、
全
て
の
建
築
物
が
自
己
主
張
を
繰
り
広
げ
る
万
博
会
場

の
中
に
あ
っ
て
、
若
林
の
作
品
は
「
俺
が
俺
が
」
と
い
う
声
を
一
言
も

発
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
あ
え
て
身
を
潜
め
、
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
存
在

す
る
作
品
で
あ
る
。
テ
ィ
ン
ゲ
リ
ー
の
よ
う
に
強
烈
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
や

警
句
を
発
す
る
わ
け
で
は
な
い
や
り
方
で
若
林
は
、
万
博
の
エ
ゴ
イ
ズ

ム
の
構
造
か
ら
静
か
に
背
を
向
け
る
態
度
を
表
明
し
た
。 

  

な
お
、
圧
倒
的
に
多
く
の
作
家
た
ち
は
、
光
や
影
、
そ
し
て
風
や
水

と
い
っ
た
環
境
条
件
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
環
境
と

の
融
和
を
志
向
し
た
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
ス
ズ

メ
ヲ
ウ
ツ
ノ
ニ
タ
イ
ホ
ウ
モ
チ
ダ
ス
」
の
作
者
で
あ
る
ル
ジ
ン
ブ
ー
ル

だ
け
が
唯
一
、
環
境
へ
の
無
関
与
を
宣
言
し
て
い
る
。 

 

「
彫
刻
が
環
境
へ
の
参
加
を
考
え
る
ま
え
に
、
ま
ず
、
私
の
彫
刻

は
、
一
つ
の
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
た
い
の
だ
。
ま
ず
、
彫
刻
そ

の
も
の
を
考
え
た
い
。
環
境
を
考
え
て
彫
刻
を
作
る
の
で
は
な
い
。

極
端
に
い
え
ば
、
彫
刻
の
存
在
は
、
本
質
的
に
は
何
ら
環
境
と
関

係
が
な
い
の
だ
」(17) 

  

こ
の
よ
う
に
、
作
家
た
ち
の
間
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
を
め

ぐ
っ
て
、
大
阪
万
博
へ
の
態
度
と
身
ぶ
り
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
し
て
環
境

と
彫
刻
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
共
通
の
見
解
や
合
意
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
議
論
・
衝
突
・
宥
和
な
ど
を
重
ね
て
、

国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
収
束
と
終
焉
を
迎
え
た
。 

 

五
．
お
わ
り
に 

公
共
空
間
へ
の
彫
刻
の
進
出
が
、
我
が
国
で
本
格
的
に
始
動
し
た
時

代
に
お
い
て
、
野
外
彫
刻
は
斬
新
な
現
代
芸
術
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と

同
時
に
産
業
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
謳
う
大

阪
万
博
と
深
い
親
和
性
を
持
っ
て
い
た
。「
産
業
と
芸
術
と
の
融
合
」
を

掲
げ
、
芸
術
に
よ
っ
て
現
代
文
明
を
表
象
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
大

阪
万
博
に
お
い
て
、
鉄
の
野
外
彫
刻
は
き
わ
め
て
象
徴
的
な
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
で
あ
っ
た
。 

作
家
た
ち
は
、
安
易
な
万
博
礼
賛
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
つ
く
る
こ
と

に
は
抵
抗
を
示
し
、
各
自
の
見
解
や
立
場
に
従
っ
て
作
品
を
作
り
上
げ

た
が
、
そ
れ
ら
の
彫
刻
作
品
が
互
い
に
結
束
し
合
っ
て
、
大
阪
万
博
の

持
つ
構
造
を
浮
き
彫
り
に
す
る
段
階
に
、
あ
る
い
は
公
共
空
間
に
向
か

っ
て
問
題
提
起
を
投
げ
か
け
る
力
を
持
つ
次
元
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

「
大
阪
万
博
」
と
い
う
あ
ま
り
に
も
巨
大
な
文
脈
の
中
で
、
作
家
た

ち
は
さ
さ
や
か
な
抵
抗
を
な
し
得
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
つ
い
に
そ
の

枠
組
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
実
際
、
主
催
者

で
あ
る
日
本
鉄
鋼
連
盟
と
毎
日
新
聞
社
が
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
万
博
の
枠
組
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
、
そ
し
て
既
成
の
建
築

プ
ラ
ン
や
パ
ビ
リ
オ
ン
群
の
中
に
、
彫
刻
が
事
後
的
に
配
置
さ
れ
る
と

い
う
力
学
の
中
に
あ
っ
て
、
大
き
な
枠
組
へ
の
異
議
申
し
立
て
は
こ
の

上
も
な
く
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
大
阪
万
博
に
お
い
て
は
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
多
く
の
現
代
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
前
衛
的
・
反
体
制
的
な
芸
術
家
を
含
め
、
強
力
な
「
動

員
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
万
博
に
加
担
し
、「
世
紀
の
お
祭
り
」
を
礼
賛

す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と
吉
見
俊
哉
は
論
じ
て
い
る
が

(18)

、
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
ま
た
、
万
博
の
「
動
員
シ
ス
テ
ム
」
を

完
全
に
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
た
と
え
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
彫
刻
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
評
価
を
与
え
る
こ
と
で
き
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る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
組
織
化
し
た
飯
田
善
国
は
、
も
し
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
最
大
の
意
味
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
多
次
元
の
情
報
の

機
能
す
る
生
き
た
場
」
で
あ
る
と
い
う
一
事
に
あ
る(1910)

と
言
っ
て

い
る
。
プ
ラ
ン
ト
ル
が
理
想
と
し
た
よ
う
な
、
彫
刻
家
た
ち
の
強
固
な

共
同
体
は
、
確
か
に
も
は
や
望
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
代
わ

っ
て
、
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ゆ
る
や
か
な
連
帯
と
共
通
の
課
題
を

作
家
た
ち
に
提
供
し
、
彫
刻
家
の
個
性
が
多
元
的
に
重
な
り
合
う
創
造

の
場
を
一
時
形
成
し
た
。 

 

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
求
め
に
従
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
形
象
化

す
る
、
硬
直
化
し
た
野
外
彫
刻
と
は
異
な
り
、
こ
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
は
、「
そ
も
そ
も
、
何
の
た
め
に
、
何
を
成
し
遂
げ
る
べ
き

か
」
と
い
う
共
通
の
課
題
に
、
作
家
た
ち
が
関
与
す
る
場
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
一
九
六
九
年
の
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

日
本
の
野
外
彫
刻
史
上
に
お
い
て
独
自
の
意
義
を
持
ち
う
る
も
の
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

（
東
京
大
学
大
学
院 

人
文
社
会
系
研
究
科 

文
化
資
源
学
専
攻 

 

博

士
課
程
）  

付
記 

本
稿
は
以
下
の
研
究
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
に
加
筆

し
、
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
大
阪
万
博
と
野
外
彫
刻
：
千
里
野
外
彫
刻
展
と
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
に
」 

日
本
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
・
関
東
部
会
第
四
三
回
研
究
会 

（
二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
二
日 

於
・
東
京
） 
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作家 作品名 サイズ 

ジョージ・リッキー 

George Rickey 
「方形スペース攪拌器」 2×6×2m 

ジョージ･ベーカー 

George Baker 
「水円盤」 2.5×4.5×2.5m 

ケネス・スネルソン 

Kenneth Snelson 
「作品」 4.5×8×4.5m 

フィリップ・キング 

Phllip King 
「空」 12×4×12m 

エドゥアルド・パオロッツィ 

Eduardo Paolozzi 
「作品」 6×4×4m 

ベルンハルト・ルジンブール 

Bernhard Luginbuhl 
「スズメヲウツノニタイホウモチダス」 15×4.5×6m 

ジャン・ティンゲリー 

Jean Tinguely 
「カミカゼ・記念碑1962-1969」 5.52×1.76×3.2m 

カール・プラントル 

Karl Prantl 
「カワサキへの道」 6.8×13×1.8m 

ハインリッヒ・ブルマック 

Heinrich Brummack 
「誕生日のテーブル」 4×1.5×2m 

伊原通夫 「作品」 31.5×4×3.3m 

湯原和夫 「作品 No.5-69」 4×4×4m 

若林奮 「3.25mのクロバエの羽」 5×1×8m 

飯田善国 「時間の風景」 16×11×6.5m 

（図１） 
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【
注
】 

(
１) Bildhauersym

posion: 

彫
刻
家
に
よ
る
共
同
的
・
対
話
的
な
こ
の
芸
術
活
動

の
手
法
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
『
饗
宴
』（Sym

posion

）
に
基
づ
き
、「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
、
本
文
二-

一
を
参
照
。 

(

２)W
ortm

ann, Jutta Birgit, Bildhauersym
posien: Entstehung - 

Entw
icklung – W

andlung, Peter Lang, Frankfrurt, 2006, 53-55 
(

３)W
ortm

ann, ibid. 132-133 
(

４)

後
藤
政
伸
・
松
尾
豊
「
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
と
到
達
点(

日
本)

」
『
富
山

大
学
教
育
学
部
紀
要. A, 

文
科
系
』
通
号43

、
富
山
大
学
教
育
学
部
、1993

年 
(

５)

飯
田
善
国
「
国
際
彫
刻
家
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
作
家
た
ち
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
六

九
年
二
月
六
日
夕
刊 

(

６)

現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
、
作
品
の
処
遇
は
以
下
の
通
り
。 

・
伊
原
通
夫
作
品･･

･

万
博
記
念
公
園
（
旧
万
博
会
場
）
へ
設
置 

・
若
林
奮
作
品･･

･

万
博
記
念
公
園
（
旧
万
博
会
場
）
へ
設
置 

・F

・
キ
ン
グ
作
品･

･
･

毎
日
放
送
社
所
蔵
（
一
九
七
一
〜
）
後
、
万
博
記
念
公

園
へ
移
設
（
二
〇
〇
八
〜
） 

・K

・
プ
ラ
ン
ト
ル
作
品･

･
･

神
戸
市
の
「
花
と
彫
刻
の
道
」
へ
移
設
（
一
九
七

一
〜
） 

・B

・
ル
ジ
ン
ブ
ー
ル
作
品･･･

美
ヶ
原
高
原
美
術
館
へ
移
設
（
一
九
八
一
〜
） 

・E

・
パ
オ
ロ
ッ
ツ
ィ
作
品･･

･･
･･

美
ヶ
原
高
原
美
術
館
へ
移
設
（
一
九
八
一
〜
） 

(

７)

飯
田
善
国
編
『
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年 

(

８)

毎
日
新
聞
、
一
九
六
九
年
一
月
三
日
（
朝
刊
） 

(

９)

山
口
勝
弘
「
大
阪
万
博
か
ら
七
〇
年
代
へ
」『
美
術
手
帖
』
通
号
四
三
六
、
美
術

出
版
社
、
一
九
七
八
年
七
月 

(10)

読
売
新
聞
、
一
九
六
七
年
九
月
十
三
日
（
朝
刊
） 

(11)

三
木
富
雄
、
吉
村
益
國
、
田
中
信
太
郎
、
塚
本
正
治
、
伊
原
通
夫
、
多
田
美
波
、

山
口
勝
弘
、
榎
本
健
規
、
湯
原
和
夫
、
高
松
次
郎
、
井
上
武
吉
、
福
島
敬
恭
、
寺

尾
悦
示
、
榊
健
、
吉
田
ミ
ノ
ル
、
今
井
祝
雄
、
吉
田
稔
郎
、
新
宮
晋
、
篠
田
守
男
、

伊
藤
隆
道 

(12)

毎
日
新
聞
、
一
九
六
九
年
十
一
月
十
二
日
（
夕
刊
） 

(13)

北
村
由
雄
「
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
残
し
た
も
の
」『
美
術
手
帖
』
通

号
三
二
六
、
美
術
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
四
月 

(14)

北
村
、
前
掲
書 

(15)

飯
田
編
、
前
掲
書 

(16)

飯
田
編
、
前
掲
書 

(17)

「
現
代
彫
刻
の
可
能
性
」
『
み
ず
ゑ
』
美
術
出
版
社
、
一
九
六
九
年
十
二
月 

(18)

吉
見
俊
哉
『
博
覧
会
の
政
治
学
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年 

(19)

飯
田
編
、
前
掲
書 

※訂正 

 

注(4)［誤］後藤政伸 → ［正］後藤敏伸 

 


